










要約:神奈川県の県央地区に位置する A 市および E 市の保育所・幼椎園に在籍する 1 歳か

ら 5歳までの幼児の母親(保護者)を対象に、幼児の傷害事故に関するアンケー卜調査を実

施した。2006 名(回収率 80.2%)を回収し、 このうち有効回答者 1971 名について分析した。

過去 1 年間について「けが(傷害)」をした児は、男児 48.7%、女児 32.5%で、そのなかで

受診した児は、男児女児ともに 50%を超えていた。また、過去 1 年間の受傷発生頻度は、

5 回位は 3 歳～5 歳児に多く、20 回以上は 1 歳～2 歳の年少児に多く認められた。受傷部

位としては、年少児に頭部・顔面が多く、年長児には下肢が多かった。高い割合で認めら

れたけがの種類は、全年齢通じて擦傷か打撲が占めていて、けがの主なる原因としては同

じく全年齢を通じて転倒が最も多かった。調査期間中(1 週間)になんらかのけがをした曜

日別発生頻度では、 日曜日が最も多く、以下土曜日、月曜日の順であった。


